
別紙様式2

令和７年度

改善方策

月 月

・学期末テスト80点以上の
児童の割合

・70点未満の児童の割合

高学年

75％
低学年

85％

１０％
未満

・児童アンケートにおける
授業の理解に係る肯定的
回答
・自分の成長を実感できる
ことに係る肯定的回答

90％

90％

・ソーシャルスキルの
向上を図る。

・ソーシャルスキルやコグト
レ等の研修と実践

・「相手に自分の思いをす
すんで伝えることができ
る」「相手の思いを聞くこと
ができる」に係る肯定的回
答

90％

90％

・健康な生活リズムを
育成する。

・早寝やＳＮＳ等利用に係
る指導の充実

・児童アンケート・保護者
アンケートの就寝時間に
係る目標達成状況

85%

・たくましい児童をめ
ざし、体力の向上を図
る。

・全校体育等での体力向
上の取組

・児童アンケート「運動・ス
ポーツが好き」に係る肯定
的回答
・新体力テストで第３～６
学年のAB-DE率

90%

36%

・CS推進員を中心とした教

育活動を推進する。
・CS推進員と連携した学校教育
活動の計画と実施（組織づくり）
の周知

・保護者、地域の教育活
動に係る意識調査の肯定
的評価

80%

・個々が計画的に業
務を行うことで、勤務
時間外在校時間月平
均４５時間以下を図
る。

・週１回の一斉退校時間の設定、
個々のスケジュールの明確化、
衛生委員会の実施

・教職員アンケートにおけ
る計画的業務遂行の意識
に係る肯定的回答
・勤務時間外在校時間月
平均45時間以内

85%

80%

　

　

　

中期経営目標
重
点

1

評価項目 評価目標達成のための方策
目
標
値

達成値

・基礎・基本となる知
識・技能を確実に定
着させる。

・自信や自己肯定感
につながる「わかっ
た」「できた」「がん
ばった」「やってみた
い」という思いを実感
させる。

・タブレット等の有効活用に
よる個別最適な学びの実
践

・算数科における、児童が
学び合う喜び・自己の成長
を実感し、学びを生かす授
業実践

90%

※目標の精選と重点化を行い、重点の項に「１」「２」「３」で表示する。

徳 2
人を思いやり、思いを伝えあ
うことのできる児童を育て
る。

学校運営協議会による評価

項
目

【ミッション】　  確かな学力（知・徳・体の基礎・基本）を着実に身に付けさせ、子ども一人一人が持っているよさと可能性を最大限に伸ばし、
生涯にわたって他者とよりよい関係を築きながら、すすんで課題を見つけ改善することで生き抜く人間性を育成する。
【 ビジョン 】　〇落ち着きのある温かい学校
　　　　　　　　〇生きるための知恵を身につけ、思いやりのある、たくましい心と体をもつ子ども
　　　　　　　　〇謙虚さをもち、礼節を守り、自らの専門性を発揮しながら的確に職務を遂行する教職員

東広島市立造賀小学校

達成度 結果と課題の分析

自己評価

経営理念

改善方策コメント

（　中間評価　・　最終評価　）

評価計画

評価

学　校　評　価　表

笑顔いっぱい　－かしこく やさしく たくましい　児童の育成－学校教育目標

短期経営目標

意欲的に学習に取り組み、
確かな学力を身に付けた児
童を育てる。

知

・スタンダ－ドを徹底し、目
標を達成しようとする態度
を身に付けさせる。

・挨拶の励行

・目標設定と評価（自己・他
者）の実施

・児童アンケート・教師ア
ンケートにおけるあいさつ
に係る肯定的回答

体 3
自分の考えをもち、進んで
行動できる、心身ともに健
康な児童を育てる。

信
頼
さ
れ
る
学
校

4

目標を明確にし、チーム
ワークによる効率的で効
果的な教育活動を展開で
きる学校をつくる。

■自己評価

４…目標を上回って達成 ３…目標どおりに達成

２…目標をやや下回って達成 １…目標をかなり下回って達

■学校関係者評価 （学校運営協議会による評
価）

Ａ…とても適切である Ｂ…概ね適切である
Ｃ…あまり適切でない Ｄ…全く適切でない
（Ｎ…判定できない）

達成値/目標値を百分率で表示す
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Ｃ…あまり適切でない Ｄ…全く適切でない
（Ｎ…判定できない）


